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２００９年２Ｑ決算（連結・累計）　ハイライト

　売上高1,141百万円 （前年比 47.2％減）　

　光部品： 海外向け製品※で前年の成長との落差

　光測定器：生産向け設備投資が減少

前年度比　減収　

　ソリューション　新製品取扱を開始　

　ＬＣＯＳ設備　　導入を完了　新製品開発を加速

次世代新製品開発及び新事業分野の開拓

　人員配置適正化・経費節減・原価低減も及ばず
　営業損益　 ▲161百万円　　

　経常損益　 ▲204百万円　

　当期純損益　▲204百万円

最終赤字

※日本国内向け出荷の中で、お客様製品に組み込
まれて海外に出荷されるものを含んでいます。
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２００９年２Ｑ実績　（連結・累計）

（単位　百万円）

海外向け光部品海外向け光部品 前年度比で大幅減前年度比で大幅減

当初予想比

▲ 69
▲51.6%

▲ 72
▲55.0%

▲ 59
▲58.1%

▲100
▲8.0%

▲ 413
▲198.3%

▲ 416
▲196.7%

▲ 387
▲171.4%

▲1,019
▲47.2%

前年度比

208

211

225

2,160

08年
２Ｑ累計

▲161▲102営 業 利 益

▲204▲135純 利 益

▲204▲132経 常 利 益

1,1411,241売 上 高

0099年年
２Ｑ累計２Ｑ累計

09年２Q
当初予想

概　況

売上　大幅減

光部品　前年急成長で落差

営業益　赤字

値引き要求強い

経費・労務費圧縮で対応

最終赤字

測定器　生産設備向け減少
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２００９年２Ｑ　総資産および純資産の状況（連結）

（単位　百万円）

566.36円

89.0%

6,774

7,612

08年
期末

549.17円

89.5%

6,568

7,340

09年

２Ｑ末

▲17.19円

-

▲206

▲272

前年度末比

▲3.0%

+0.5 

(%)

▲3.0%

▲3.6%

自 己 資 本 比 率 （ ％）

一株当たり純資産（円）

純 資 産

総 資 産
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業績の推移（四半期・連結）

売上高の低下傾向続く売上高の低下傾向続く

631

886

1,074

1,242

1,074 1,086

937
813

617
523

▲ 63

36
134

246
152

58

▲ 123
▲ 12

63

▲ 277

▲ 52

▲ 152
▲ 39

▲ 50 ▲ 153▲ 68

9
130 144

208
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売上高 経常利益 純利益
（単位　百万円）

08年
２Ｑ

31.4 31.0

40.6
37.7

29.4

37.4

41.442.0
47.443.3

粗利益率（％）

07年
２Ｑ

07年
３Ｑ

07年
４Ｑ

07年
１Ｑ

08年
１Ｑ

08年
３Ｑ

08年
４Ｑ

09年
１Ｑ

09年
２Ｑ
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208

▲204

当期純利益減少の要因分析　（連結・累計）

08年2Q
純利益

粗利
▲544

販管費
減少
+157

営業外収益
営業外費用

▲29

特別利益
特別損失

+0

税金等
支払減

+2

売上減による粗利減少売上減による粗利減少

売上減
▲1,019
原価減
+474

受取利息減　　 ▲13
賃貸料収入減　 ▲13
為替差損　　　　　▲10
その他　　　　　　　+7

０

09年2Q
純損失

支払法人税等増 +0.6
法人税等還付　 　　+2 前年度比

純利益減

413

貸倒引当戻入　+0.5人件費減　　　　　+48
宣伝広告費減　　 +6
研究開発費減　 +66
その他　　　　　　　+37

（単位　百万円）
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キャッシュ・フロー　（連結・累計）

営業期首残高 期末残高投資 財務 換算差額

1,432

固定資産取得　 ▲29
その他　　　　　　▲203
　

リース債務返済等▲1税引前純利益 ▲204
為替差益　 　　 　+19
売上債権減　 　 +251
仕入債務減　　 ▲57
その他　　　 　　+167

▲232 ▲1 ▲91

（単位　百万円）

▲33

+243 +58 ▲89 ▲2108年２Q累計 +191

為替等　　　 　▲33

1, 341

+176
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事業別売上高　（連結・累計）

合計

うち
ソフトウェア

その他

光測定器

光部品

▲47.2%

▲8.8%

▲10.0%

▲28.1%

▲55.3%

－

5.4%

5.5%

20.6%

73.9%

－

9.3%

9.4%

28.1%

62.6%

▲1,0191,1412,160

116

118

445

1,596

106

106

320

714

▲10

▲11

▲125

▲882

構成比構成比 構成比構成比 前年度比
0909年年

22QQ

0808年年
22QQ

（単位　百万円）

光部品と生産設備向け光測定器　減速光部品と生産設備向け光測定器　減速

概　況

光部品　好調

海外向け低迷続く

研究用途　健闘

ASP　経費削減の逆風

光部品　好調光部品　好調光部品　好調

ソフトウェア減速

光部品　半減

光測定器　減少

生産設備投資　弱い

新規商材注入で強化

OCT　横ばい
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地域別売上高　（連結・累計）

前年度比　ほぼ全地域で半減前年度比　ほぼ全地域で半減

日本
北米

ヨーロッパ

中国/アジア

グラフ凡例

（単位　百万円）

1,419

737

501

289

202

85

36

27

08年2Q 09年2Q

2,160

25.4%25.4%

7.5%7.5%

2.4%2.4%

64.7%64.7%665.7%5.7%

23.2%23.2%

9.4%9.4%

1.7%1.7%

▲▲57.6%57.6%

▲▲4422..2%2%

販売拠点別
Bill to:

概　況

1,408

722

181

140

202

92
185

367

08年2Q 09年2Q

12.3%12.3%

8.1%8.1%
16.2%16.2%

63.3%63.3%65.2%65.2%

9.4%9.4%

17.0%17.0%

8.4%8.4% ▲▲54.1%54.1%

仕向地別
Ship to:

中国生産も減少で

アジア向け減速

低迷続く

北米　大幅減

海外向け光部品※　減少

日本　大幅減

ポンド大幅安が影響

ヨーロッパ大幅減

▲▲49.6%49.6%

▲▲4488..0%0%
▲▲48.7%48.7%

▲▲22.7%22.7%

1,141

構成比構成比

国内
比率

▲▲25.2%25.2%

2,160

1,141

※日本国内向け出荷の中には、お客様製
品に組み込まれて海外に出荷されるもの
が相当数含まれることを指しています。
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230 219

101

46

82

27

32

27

08年2Q 09年2Q

拠点別売上高（拠点/事業別・連結・累計）

設備投資回復に至らず設備投資回復に至らず

概　況

グラフ凡例

（単位　百万円）日本
北米

ヨーロッパ

中国

全世界で需要低迷

生産設備向け　苦戦

光部品

光測定器

ＯＣＴ光源　昨年並み

1,071

411

401

243

119

58

5

08年2Q 09年2Q

714

▲▲51.5%51.5%

光部品 光測定器

▲▲39.1%39.1%

▲▲4.5%4.5%

1,596

445

320

▲▲661.1.6%6%

▲▲88.8%88.8%

▲▲54.4%54.4%

▲▲66.5%66.5%

研究用途　健闘

北米ＣＡＴＶ等失速

▲▲15.4%15.4%
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２００９年通期予想　（連結）

▲204

▲204

▲161

1,141

09年
２Ｑ累計

▲49.7%▲8182163営業利益

+115.7%+12517▲108純 利 益

▲70.7%▲532275経常利益

▲24.8％▲9712,9403,911売 上 高

08年度比 （通期）
09年

通期予想
08年
通期

通期予想　修正なし通期予想　修正なし

（単位　百万円）
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売上高(Net Revenue)

営業利益（Operating income）

粗利率 % (Gross Profit / Net Revenue)

4750
47

-2

-13-16

21.8%

17.3% 23.2%

-30
-20
-10

0
10
20
30
40
50
60
70
80

8
8

8

0.30.10.6

31.0%31.1% 30.0%

0

2

4

6

8

10

12

523
617

937
813

-74
-50-64

1

31.0%31.4%

37.4%

29.4%

-200

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

ベンチマーク　四半期業績の推移比較

※各社開示資料から弊社作成。
※各社とも決算期が異なりますが、便宜上当社グループの決算期にそろえて色分けしています。

santecsantec
AFOPAFOP

単位　百万ドル

単位　百万円

1Q1Q 2Q 3Q 4Q

07年 08年

2Q

07年4月～08年3月

3Q 4Q

JDS UniphaseJDS Uniphase

08年4月～09年3月

凡例

OclaroOclaro（（BookhamBookham））

31
32

1-11

28.1% 28.5%

-20

-10

0

10

20

30

40

50

60

276280.6

-61-104.2

38.3% 37.2%

-800

-600

-400

-200

0

200

400

600

のれん
▲692含む

09年

1Q

OplinkOplink

2Q
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市場動向と
当社の事業戦略
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世界の光通信市場の状況

　先行き警戒による在庫調整は一段落

　必要に応じて都度発注の傾向続く

　底は打ったが、回復にはまだ時間は必要か

概況

　北米＝大手キャリア以外、投資見合わせで大幅下落

　日本＝ＮＧＮ　2009年度 政令指定都市クラスに敷設完了

　欧州＝慎重姿勢を継続

　中国＝市場は隆盛しているが、国内企業有利の事情あり

エリア別の状況

　業界全体で様子見状態が続く

　実需ベースでの緩やかな回復となるか

　価格下落傾向も続き、厳しい環境続く見通し

将来の見通し
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光通信市場のゾーン別状況

海底ケーブル向け設備投資　大型は一段落

アジア地域での小規模案件は引き続きある

北米大手キャリアは淡々と継続

北米CATV等は、軒並み設備投資停滞

日本のNGN投資　2009年度に主要都市を網羅

今後の急加速はないとみられる

成長鈍化は見られるが、一定水準の期待

ブロードバンド 3,093万契約　うちFTTH 1,589万

固定契約 5,800万 FTTHはまだ伸びに期待できる

Long Haul

Metro

Access

長距離通信

中距離・都市間通信

局舎＝加入者間通信
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光通信市場　通信量増加傾向継続

(出所：総務省「我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算」　より当社作成）

1,234.0

988.4

879.6

812.9

721.7

623.6

523.6

469.1
424.5

319.7

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

04年11月 05年11月 06年11月 07年11月 08年11月

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

05年3月末 06年6月末 07年6月末 08年6月末

単位　万

FTTH その他

ブロードバンド加入者数（日本）

１日あたりのダウンロードトラフィック総量　（日本）

FTTH契約
09年6月 51.4％

年成長

+40.3%

G bps

実需は確かに存在する実需は確かに存在する
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当社の事業戦略

光技術を軸として活躍の場を広げる光技術を軸として活躍の場を広げる

80.7%

13.0%
6.3%

０７年度 ０８年度

当社の売上における応用分野の割合変化

光通信光通信

光光計測計測

情報処理情報処理

72.2%

21.4%

6.4%

０９年２Ｑ

66.3%
24.0%

9.7%

情報処理情報処理 情報処理情報処理

光通信光通信

光光計測計測
光通信光通信

光光計測計測

（単位　百万円）

4 .4% 4 .5%

16 .9%

うち ＯＣＴ うち ＯＣＴ うち ＯＣＴ
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新時代技術を担う新製品の創出

次世代の光通信　高付加価値製品の開発次世代の光通信　高付加価値製品の開発

速度を落とさず　経路振り分け

映像

携帯

ゲーム

FTTH
xDSL

電話

GPON
WDM PON
10GPON
GePON

GPON
WDM PON
10GPON
GePON

ROADM

OXC
WSS

PON　Passive Optical Network。1本の光ファイバを分岐させて複数の加入者宅に引き込む技術。その方式などにより複数の種類がある。

ROADM　Reconfigurable Optical Add/Drop Multiplexer。リング状につながった光ファイバで、任意の波長の光を流し、取り出せるようにする技術。超高速・大容量通信での活躍が見込まれる。

WSS　Wavelength Selective Switch、波長選択スイッチ。ROADMを構成する技術の一つで、波長による経路切替を実現する。

OXC　Optical Cross Connect。　光信号を電気信号に変換せずに、光のまま経路を定めて変更する、WDM（波長分割多重）伝送路向けの中継装置。
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光計測応用　 新用途開拓進める

ＯＣＴ応用はこれからＯＣＴ応用はこれから

医療診断

歯科

工業用

ＯＣＴ　Optical Coherence Tomography

光の性質を利用して、物体の
断層画像を取得するもの。
近赤外線を利用するため、非
破壊・非侵襲であることや、X
線よりも詳細な情報を取得で
きるのが特長。
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ＰＣネットワークを中心とした製品の強化

１２００社の１２００社の
既存顧客既存顧客

光部品・測定器光部品・測定器
ビジネスリレーションビジネスリレーション

今までに築いたビジネスリレーションを活用
販路拡大へ

HDMI　Extender

セキュリティ
L2スイッチ
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最近の主なＴｏｐｉｃ

　おかげさまで8月25日をも
ちまして、創立30周年を迎え
ることができました。

　1984年に光ファイバ自動検
査システムを世界で始めて製
品化してから、光技術ととも
に歩んできました。

　これからも光技術で社会に
貢献してまいります。

光つづけて 30年

　

　

廉価版光波長フィルタ 注目あつめる

　従来はモーター駆動であった
光波長フィルタ装置を、手動式
にすることにより、大幅なコス
トダウンを実現した、OTF-350
を発表いたしました。

　コンパクトながらも性能のよ
さから反響も大きく、数多くの
お問い合わせを頂戴しておりま
す。

　1台で光通信に使用される波長範
囲のすべてを網羅できる偏光消光
比モニタ、PEM-330を販売開始しま
した。
　必要な測定波長に合わせて設備
を準備することがなくなるため、
設備導入コストの削減に貢献でき
ます。

偏光消光比モニタPEM-330を販売開始

LCOS技術を導入

　当社はこのたび、LCOS技術
を導入いたしました。

　LCOS技術は特殊な液晶技術
であり、当社の光部品には勿
論のこと、様々な製品への応
用が期待されています。

　今後、この技術を応用した
各種製品を送り出していく予
定です。
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２００９年度

全社基本方針と経営目標
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２００９年度　全社基本方針と経営目標

経営目標

１．新製品、新規事業、新技術の立上げ１．１．新製品、新規事業、新技術の立上げ

２．ＢＵ制導入による事業スピード、経営効率向上２．２．ＢＵ制導入による事業スピード、経営効率向上

３．徹底した原価低減推進と粗利益の確保３．３．徹底した原価低減推進と粗利益の確保

４．経費、労務費の徹底削減と損益管理強化４．４．経費、労務費の徹底削減と損益管理強化

基本方針

徹底した経営効率向上と新事業の創設
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重点課題

新製品、新規事業、新技術の立上げ

LCOS 技術を獲得

光部品へ幅広く応用

部品以外にも適用新技術

次世代光部品の創造

OCT活躍の場を拡大

ラボ製品の充実

ソリューション事業

新商材導入

新規事業

新製品

厳しい環境を勝ち残り、次なる発展へ
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重点課題

ビジネスユニット制の導入

光部品 光測定器 ＯＣＴ

顧　　客

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

生産技術

生産

開発

製品企画

製品企画

営業

営業

ソリューション

製品企画から生産まで一体の組織で顧客サポートを充実

海外
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重点課題

徹底した原価低減推進と粗利益の確保

マルチベンダー化促進

原価分析と改善実行

調達先吟味調達見直し

設計変更で効率向上

徹底した原価管理

顧客密着で情報確保

提案型営業で高利益

研究用途受注 強化

研究機関への営業強化

既存製品改良

利益確保
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重点課題

経費、労務費の徹底削減と損益管理強化

外部技術の獲得

意欲的な内製化実施

外注コストの削減

提案力も大幅向上
スキル向上で内製化

必要な投資は実施

研究費を外部から獲得

コラボレーション

受託研究

作業効率と実働率管理

多能工化促進
生産現場を知悉した技術者

現場から生まれる改良

意思疎通の円滑化

効果的な研究開発

人員配置の適正化



SANTEC CORPORATION
28

ネットワーク時代の光技術先駆者になる

The Photonics Pioneer of Networking

本資料に関するお問合せ先本資料に関するお問合せ先

〒485-0802
愛知県小牧市大草年上坂5823
フォトニクスバレー　大草キャンパス

ｓａｎｔｅｃ株式会社
ＩＲグループ長　水島 大介

電話　0568-79-3535（代表）　
URL: http://www.santec-net.co.jp/

本資料における当社の今後の計画、見通し、戦略等の将来予想に関する記述は、当社が現時点において
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等の結果はこれらの見通しと異なる可能
性がありますことをご了承ください。


